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1．はじめに 

近年、建設後 50 年を越える社会資本が増え、補修・

補強が必要な構造物が増大している。これらは交通規

制を伴うことや、時間的制約がある場合も多いため、

速やかに作業を完了する必要がある。そこで、主に補

修・補強材料として、速硬コンクリートが用いられる

場合が増えてきている。 
 しかし、速硬コンクリートは短時間で圧縮強度の発

現が期待できる反面、既存のコンクリートに比べて圧

縮強度が高くなりすぎ、既存のコンクリートとのずれ

が発生してしまうという欠点がある。そこで、速硬コ

ンクリートのデメリットを補うために、ラテックスを

添加する方法が提案されている。 
 近年、ラテックス改質速硬コンクリートの性能評価

に関する研究 1),2)が多く行われているが、ラテックスの

添加量に関しての国内基準はなく研究が不十分である

ため、本研究では、異なるラテックス添加量がラテッ

クス改質速硬コンクリートに及ぼす影響に関して、強

度特性、中性化抵抗性、酸素透過性、及び SEM によ

る観察を用いて、実験的に評価・検討することを目的

とする。 
2．実験概要 

2.1 コンクリートの使用材料・配合 

 使用材料はセメント、水、細骨材、粗骨材、減水剤、

速硬性混和材、セッター、ラテックス(SBR 系)を用い

た。使用したコンクリートの配合は、表-1 に示す。ラ

テックス配合量は 0kg/m3、40kg/m3、80kg/m3、120kg/m3、

の 4 種類を用いた。 

2.2 試験項目 
 圧縮強度試験、弾性係数の測定、中性化促進試験、

酸素拡散試験、また、SEM による観察を行った。圧縮

強度試験、弾性係数の測定は 28 日間水中養生させた直

径 100mm×200mm の円柱供試体、中性化促進試験では

28 日間水中養生させた 100×100×400mm の角柱供試体

を温度が 20±2℃、相対湿度が 60±5%の環境で 1 週間乾

燥させ、その後、温度が 20±2℃、相対湿度が 60±5%、

二酸化炭素濃度が 5±0.2%の環境で促進させた。酸素拡

散試験では 7 日間水中養生させた直径 100mm×200mm

の円柱供試体を、材齢 45 日で厚さ 50mm にカットし、

その後24時間105℃の乾燥炉で乾燥させて測定に供し

た。SEM による観察では、電圧 30kV 倍率 20k で行っ

た。供試体は、7 日間水中養生し、材齢 56 日に 24 時

間 105℃の乾燥炉で乾燥させてから粉砕して計測に供

した。 
3．実験結果 

3.1 圧縮強度試験・弾性係数測定結果 

図-1 に各種供試体の圧縮強度試験の結果を示す。 

表-1 コンクリートの配合 

 W/C 
(W/B) 

P/C 
(P/B) 

単位量(kg/m3) 外割添加(kg/m3) 
W L C S G Facet セッター

LMFC0 51.9 0 174 0 

335 830 926 143 3.35 LMFC40 46.6 5.4 134 40 
LMFC80 41.2 10.7 94 80 
LMFC120 35.8 16.1 54 120 

 
図-1 圧縮強度の比較 
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ラテックス添加量の増加に伴い、圧縮強度の低下が

確認できるが、ラテックスを添加することで、初期の

強度発現には影響がないことは既往の研究 2)により確

認されている。 

図-2 それぞれ供試体の弾性係数を示す。図より、

LMFC120 において若干低下傾向になるが、概ねコンク

リート標準示方書の設計値 3)に近い値が得られた。 

3.2 中性化促進試験結果 

 図-3 に各種供試体における中性化深さの比較を示

す。ラテックス添加量の増加により、中性化の進行が

抑制されることが確認できる。 

3.3 酸素拡散試験結果 

 図-4 に各供試体における酸素拡散係数の測定値を

示す。図より、ラテックスの添加量の増加により概ね

酸素拡散係数は低下する傾向が確認できる。 

3.4 SEM による観察 

 図-5と図-6に SEMによる観察結果を示す。図より、

ラテックスの添加により、膜の発生が確認できる。こ

の膜が連続空隙を遮断し、気体の拡散を低下させ、中

性化抵抗性が向上したと推察される。 

4．まとめ 

 ラテックスの添加量の増加により、圧縮強度は低下

する傾向になり、弾性係数は無添加の供試体と比べて

変化がないことが確認できた。また、ラテックスによ

り膜が発生し、酸素拡散係数が低下し、中性化抵抗性

は向上することが明らかになった。 
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図-3 促進中性化深さの比較 
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図-4 酸素拡散係数の比較
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図-2 圧縮強度と弾性係数の関係 
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図-6 LMFC120の SEM画像 

   
図-5 LMFC0の SEM画像 
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